
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Welding 　Sooiety

3鵬 高 出 力 電 子 ビー ム 溶 接 に 関 す る 研 究 （第 3 報 ）
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1．　 緒 言

　前 報 〔1）で ， 極 厚 鋼 板 の 電 子 ビ
ー

ム 溶 接 方 法 を 確 立 し， 板 厚 150 　nm ま で は ， 内部 欠

陥 の 無 い 溶 接 部 が 得 られ る こ と を 明 ら
・
か に し た 。 試 験 片 の 開 先 は ， ギ ャ ッ プ 幅 が

0．2rm 以 下 ， 目違 い が 0．3   以 下 の
，

い わ ば ，理 想 的 な 開 先 状 態 で 溶 接 条 件 の 確 立

を 行 な っ た
。 しか しな が ら，長 尺 の 溶 接 継 手 を 有 す る大 型 構 造 物 で は ， 開 先 精 度 を

上 記 の よ うに 保 つ こ と は 不 可 能 に 近 い 上 に ， ガ ス 切 断 で 開 先 加 工 を 行 な う場 合 も あ

り ， 更 に ， 被 覆 ア
ー

ク 溶 接 等 で 仮 付 さ れ た 上 か ら電 子 ビ
ー ム 溶 接 を 行 な う こ と も あ

る 。 従 っ て ， 電 子 ビ
ー ム 溶 接 の 適 用 に 当 っ て は ， こ れ ら施 工 因 子 の 影 響 を 十 分 に 把

握 し て む か な けれ ば な らな い n 本 報 告 で は ，
こ の た め ，溶 接 施 工 因 子 と溶 接 性 と の

関 係 に つ い て 検 討 し た o

2．　 巽 験 方 法

　表 1 に 供 試 材 （A516Gr 　70 ）の 化 学 成 分 を 示 す 。 板 厚

は 50  
〜 150mp で あ る 。 開 先 ギ ャ ッ プ 幅 は 図 1 の よ うに

ス ペ ーサ
ー

を 3 ケ 所 に 入 れ て 最 大 2．0   ま で 設 定 した 。

目違 い は 図 2 に 示 す よ うに 設 定 し ， 横 向姿 勢 で

溶 接 した 。 最 大 目違 い 量

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目違 い 量
は 6．O　 rm で あ る 。仮 付 け

ビ マ ド の 影 響 は 図 3 に 示

す 方 法 で 検 討 した 。 仮 付

け ビ
ー

ド は 被 覆 ア
ー

ク 溶

接 と MIG 溶 接 で 置 き ，

こ の 上 か ら電 子 ビ
ー

ム 溶

接 を 行 な ．
っ た 。 ま た ， ガ

ス 切 断 開先 で も欠 陥 無 し

に 溶 接 が 可 能 か を 検 討 し

た が ， ガ ス 切 断 面 に 付 着

す る ガ ス ス ケ
ー・

ル は 除 去

し た 。
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図 1．開 先 ギ ャ ッ プ 幅 の 設 定
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図 2． 目違 h の 設 定
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表 2パ ス

表 灘
αノ嘲 ト系 ） （低 水素系）

パ ス

（イル ミ：層 卜系）｝一 （低水素系ヲ宀

仮 付 ピード

50，10D

　 　 　 　 　 　 （2 パ ス 〕

図 3．仮 付 ピ ード の 置 き 方

表 1， 供 試 材 の 化 学 成 分 （Asl6Gr 　70 ）
（wt ％）

板　 厚 C 孤 。 P S　 l　NiCrCu 　 1
一．
　 50 ππ 0．23

寸
　0．22 　　　 i1

．060 ．0120 ，0030 ．250 ユ 60 ．15

100 η π

　　　．冖
0．210 ．221 ．070 ．0100 ，0030 ．250 ．150 ．17

150 別π 0．180 ．231 ．090 ．0120 ．0020 ．250 ．180 ．15
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5．　実 験 結 果

3・1 　 開 先 ギ ャ ッ プ 幅

　 表 2 に 各 板 厚 で の 開先 ギ v ッ プ 幅 の 許 容

限 を 示 す が ， ギ ャ ッ プ 幅 が 1．0   以 一ヒに な

る と溶 鋼 量 が 不 足 し， ギ ャ ッ プ 幅 の 収 縮 に

よ る 溶 鋼 不 足 量 の 補 槇 が 不 可 能 に な る た め ，

溶 接 金 属 内 部 に ボ イ ド 状 欠 陥 が 発 生 す る 。

3．2　 目違 い

　 表 3 に 各 板 厚 毎 の 許 容 目違 い 量 を 示 す が ，

図 2 の タ イ プ   ，   共 4．0   以 上 許 容 で き

る 。 タ イ プ   よ 匂 も   の 方 が ，表 面 か らの

溶 鋼 の 垂 れ 落 ち を 考 慮 す る と難 か しい
。

板 厚 150rmn を ， 目違 い 量 4．0   で ，

タ イ プ   と   で 溶 接 し た 時 の ビ
ー

ド

横 断 面 写 真 を 写 真 ］ に 示 す が ， 内 部

欠 陥 の 無 い ビ
…

ド が 得 られ tz，，
3．3　 ガ ス 切 断 に よ る 開 先 加 工

　 ガ ス 切 断 で 開 先 加 工 さ れ た 板 厚 50

  の 立 向 溶 接 と ， 板 厚 100   の 横 向

溶 接 を 行 な っ た が ， 心 配 さ れ た ボ ロ

シ テ 1 は 認 め られ ず ， 健 全 な 溶 接 部

が 得 られ た 。

3．4 　 仮 付 け ビ ー ドの 影 響

　電
．
子 ビ

ー
ム 溶 接 は被 溶接 材 の

酸 素 量 が 多 く な る と ポ ロ シ テ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4，
イ が 発 生 し易 く な る 。 被 覆 ア

一ク 溶 接 の 溶 着 金 属 に 含 ま れ

る 酸 素量 は ， イ ル ミ ナ イ ト系

で 約 1000ppm ，低 水 素 系 で 約

300ppm で あ b ， 仮 付 ピ ー一
ド

上 か ら電 子 ビ ー
ム 溶 接 を行 な

う と ， ポ ロ シ テ ィ の 発 生 が 懸

念 さ れ る が ，結 果 は 全 試 験 片

 

 

表 2， 開 先 ギ ャ ッ プ 幅 の 許 容限 界

（  〉

　　　 板 厚 （  ）
姿 勢 50 100 150

下　 向 LO 075 ／

横　 向 0．75 0．75
　 　 　 「

O．6

表 3．　目 違 い 量 の 許 容 限 界
（  ）

　 　　板 厚 （  ）
』

タ イ プ
50100150

  ＞ 4、0 ＞4．0 ＞4、0

  　　　　　 ＞ 4、0 6、0 ＞ 4． 

写 真 1． 目違 い 材 の 横 断 面 マ ク ロ

　 　 　 　 　 　 （板辱 ：　150an ）

仮 付 ビ
ー

ドの あ る 場 合 の 溶 接金 属 酸素量

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ppm ）

採 取 位 置

表 　 　面

1
／含 t

裏　 　 面

イ ル ミナ イ ト系．表，裏，2 パ ス

板 厚 50 翩 板 厚 1  0 翩

　 　 　 1＿
　 197　 　 　 　 　 105

33 22

＿＿ ⊥」
° 6

仮 付 無 し

板 厚 100ma1216

」
と も ポ ロ シ テ ィ は 認 め られ ず ，被 覆 ア

ー
ク 溶 接 に よ る 仮 付 け は 適 用 で きる 。

　表 4 に 示 す よ うに ，仮 付 け の あ る 場 合 で も 板 厚 中 央 部 で は ， そ れ ほ ど酸 素 量 が 増

し て 診 らず ， ポ ロ シ テ ィ の 発 生 す る 恐 れ は 無 い
。 表 ，裏 面 で は 酸 素 量 が か な り多 く

な っ て い る が 、発 生 ガ ス の 放 出 が こ の 所 で は ス ム ー
ズ に 行 な わ れ る た め ポ ロ シ テ i

が 発 生 し な か っ た も の と思 わ れ る 。
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